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創世記３：２～３→狡猾な蛇は最初に女を食物で騙そうと試みた。

女は蛇に答えた。「わたしたちは園の木の果実を食べてもよいのです。
でも、園の中央に生えている木の果実だけは、食べてはいけない、
触れてもいけない、死んではいけないから、と神様はおっしゃいました。」

創世記3：4～５

蛇は女に言った。「決して死ぬことはない。それを食べると、目が開け、
神のように善悪を知るものとなることを神はご存じなのだ。」

創世記3：6

女が見ると、その木はいかにもおいしそうで、目を引き付け、賢くなるように唆していた。
女は実を取って食べ、一緒にいた男にも渡したので、彼も食べた。
→Ⅰテモ2:14 しかも、アダムはだまされませんでしたが、女はだまされて、罪を犯してしまいました。

And Adam was not deceived, but the woman being deceived was in the
transgression （sinが使われていない→∵この時、「罪」sinそのものが存在ない）.

神が食べないように命じた木の実を食べた時、人間(the man & the woman)は善悪を知っ

ただけではなく、初めて罪悪感と恥の激しい痛み（認識）を感じた。
こうして初めに与えられていた神と人間との間の完全な関係は、この時点で壊された。



罪の侵入【罪への傾向性】
ローマ5：12 このようなわけで、一人の人によって罪sinが
世に入り、罪によって死が入り込んだように、死はすべての
人に及んだのです。すべての人が罪を犯したからです。

創世記1：26ab
神は言われた。「我々にかたどり、我々に似せて、
人を造ろう。Let us make man in our image, 
after our likeness.

創世記3：6b
女は実を取って食べ、
一緒にいた男にも
渡したので、彼も食べた（上図）。 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 【エデンの園を追放】（創世記3：24）

ヨハネの手紙一3：9

神と人間との間の完全な関係の断裂





γάμος ：marriage , wedding



ヨハネの手紙一1：9
自分の罪を公に言い表すなら、神は真実で正しい方ですから、罪を赦し、あらゆる不義からわたしたち
を清めてくださいます。

真摯な悔い改め

希望への光 P.182、人類のあけぼの 上巻 P.422



人類のあけぼの 第５３章 初期の士師たち （希望への光P.290）
真の悔い改めは、罪について悲しむだけではない。それは、罪悪から断固として離れることである。

国と指導者 第５９章 理想のイスラエル （希望への光P.647）

神の祝福は、真心からの悔い改めによってのみ与えられるものである。「あなたがたは、神がわれ
われをあわれまれるように、神の恵みを求めてみよ」と、マラキは訴えたのである(マラキ １：１、９)。

キリストの実物教訓 第２章 種まきの話 土地の準備 （希望への光P.1206）

心の畑は、耕さなければならない。土地は、罪に対する真心からの悔い改めによって、くだかれな
ければならない。悪魔的毒草は、ぬかなければならない。いばらが一面に生えていた土地は、けん
めいに努力してこそはじめて回復することができるのである。そのように、生まれながらの心の悪
の傾向も、イエスの名と力によって、熱心に努力してこそ、打ち勝つことができるのである。

豊かな人生の秘訣 第２章 心に種をまく 土地の準備

キリスト教への道 告 白 （希望への光P.1947）
真の悔い改めは、自分の罪を自分で負い、なんの虚飾も偽善もなく、罪を認めるのであります。
｢神様、罪人のわたしをおゆるしください｣と叫ぶのです。自分の罪を認める者は義とされます。
イエスは悔い改めた魂のために、自分の血をもって、執り成しをされたからであります。



罪の赦し


cancel , putting away=取り消す



希望への光 P.182、人類のあけぼの 上巻 第３０章 幕屋の制度と儀式 P.422



以下、略

「

【カライ暦】

ダニエル書12：1
その時、大天使長ミカエル
が立つ。彼はお前の民の
子らを守護する。その時ま
で、苦難が続く／国が始
まって以来、かつてなかっ
たほどの【苦難】が。

調査審判(再臨前審判)
調24.天の聖所におけるキリストの奉仕



今、われわれの大祭司がわれわれのために贖いをしておられる間に、われわれは、キリストに

あって【完全】になることを求めなければならない。・・・略・・・心の中に罪の欲望があると、サタン
はそれを用いて誘惑の力を表わす。しかし、・・・略・・・サタンは、神の子の中に、彼に勝利を得させ
るなんのすきも見つけることができなかった。神のみ子は、天父の戒めを守られた。そして、サタ
ンが自分に有利に活用することのできる罪が、彼の中にはなかった。これが、（恩恵期間が終わる
までの）悩みの時を耐えぬく人々のうちになければならない状態なのである。

われわれが、キリストの贖罪の血を信じることによって、罪を捨て去らなければならない㊟のは、

現世においてである。われわれの尊い救い主は、われわれが彼と結合して、われわれの弱さを彼
の力に、われわれの無知を彼の知恵に、われわれの無価値さを彼の功績に結びつけるよう招いて
おられる。・・・略・・・われわれの品性を天の型に形造るために神が用いられる手段に、われわれは
協力しなければならない。このことを怠ったり、遅らせたりする者は、必ず魂を最も恐ろしい危険
にさらすことになるのである。

（大いなる悩みの時 準備するのは今 各時代の大争闘 第39章 希望への光P.1902）

㊟罪を棄て去るseparate sin≠罪の除去





罪の除去（天の至聖所）

黙8：1、5

！ 罪の除去



私たち罪人が「罪の赦し」と「罪の除去」を受けるためには、「罪を告白して棄て去る putting away of sin」
（Great Controversy 418）ことなのです。何故ならば、人間に自由意志を与えられた、神様は人間（罪人）の心の
中にある罪を本人の承諾なくして無理やり（勝手）に取り除くことができないからです。

「罪の赦し」も「罪の除去」も両方とも、イエス・キリストにしかできない働きである！



瞑想の言葉

罪の赦しと罪の除去（イエス・キリストにしかできない働き）

「心から罪を悔い改め、信仰によってキリストの血を自分の贖いの犠牲として要求する者
はみな、天の書にある彼の名の横に（罪の）赦しが書き込まれる。
彼らがキリストの義にあずかる※者となり、その品性が神の律法に調和するものとなると
き、その罪は取り除かれ、彼ら自身、永遠の命を受けるにふさわしい者と認められる。」

エレン・G・ホワイト『私を生かす信仰』 P.212

※あずかる＝与かる（与る）＝（恩恵等を）受ける、いただく。



イザヤ書43：25
わたし、このわたしは、わたし自身のために／あなたの背きの罪をぬぐい

あなたの罪を思い出さないことにする。

ミカ書7：19
主は再び我らを憐れみ／我らの咎を抑え／すべての罪を海の深みに投げ込まれる。


